　　　　　　　　　　　　　　　数学科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導学級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者

1. 題材名
　　　三平方の定理

2. 題材観

小学校から中学２年までは、90度の角度で構成された平面図形や立体図形について学んできたが、対角線の長さや、高さ、体積、表面積の値を求めることは、場合によってできないこともあった。しかし、三平方の定理を学習し、問題が解決するようになり、活用は平面図形、立体図形、関数にまでに及び、数学的な考え方や見方に大きく影響を与えるものだと思う。この単元では、中学の図形領域である平面図形、空間図形、論証、計量の特性を活かし、三平方の定理の理解を深めさせ、図形の見方や考え方を総合的に理解させるようにする。
3. 生徒観

理解度については半々だが、全体的に活気のあるクラスで、積極的に取り組む生徒が多い。また、生徒の間も仲が良い。
4. 指導観

三平方の定理の証明や面積の考え方、辺の長さの求め方などを身につけることができるようにしたい。その場合には、合同な図形の証明、等積な三角形の活用、平方根の計算など、基礎的な内容を指導していきたい。またピタゴラスがどのようにして三平方の定理を発見したのかを紹介する。
5. 指導目標

· 三平方の定理を見出し、それを証明し、使い方を理解する。
· 三平方の定理を使って、図形の計量などに活用する。
· 三平方の定理の逆を使って問題を解けるようにする。

6. 指導計画（全13時間）
 　　   ・三平方の定理　　　　　　　　5時間（本時１/６）

　　　  ・三平方の定理の応用　　　　　7時間

　　　　・章末問題　　　　　　　　　　1時間

7. 本時の指導

（1） 本時の目標
· 三平方の定理とはどのようなものか知る（興味・関心）
· 紙を敷き詰めて、関係を式にできるか　（意欲・考え方）
（2） 展開

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価
	手立て

	導入

５分
	ピタゴラスの絵を描いて、今日はピタゴラスに関係することをやっていくと言う。
	プリントを配る。
プリントで進めていくのでノートをしまわせる。　
	
	

	展開
35

分
	面積が等しいことを、紙を敷き詰めて確認し、できたグループの人に黒板でやってもらう。

3つの正方形の面積を求め、それについて気づいたことを言う。

次に三角形に注目させて、さっきの面積からわかったことを発表させて、その関係を式にする。
・
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三平方の定理はピタゴラスの定理ともいうことを伝える。

なぜ、三平方の定理が発見されたか伝える。そして、どこに三平方の定理が成り立っているか探してみる。
	出来ているか確認する。

プリントに描かれている正方形について面積を求め気づいたことを発表させる。

直角三角形の辺についてわかったことを発表させて、その関係を式にする。

興味を持たせるように言う。

プリントを見てもらい、どのように発見したのか、生徒に言わせて、関心を持たせる。

各自でやる。
	積極的に前に出てやろうとしているか。

積極的に取り組んでいるか。
積極的に発表しようとしているか。

しっかり聴いているか。
	机間指導をする。

気づかないようなら言う。

さっきの面積より、面積は
[image: image3.wmf]2

10

=100,
[image: image4.wmf]2

8

=64,
[image: image5.wmf]2

6

=36ということをヒントとして言う。

	まとめ
10分
	三平方の定理について振り返る。

次回の内容を伝える。
	三平方の定理を理解させる。
証明をすることを伝える。
	しっかり今日の復習をしているか。
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